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内

容

対象構造物 
コンクリート構造物全般 

 

項 目 
アルカリシリカ反応（ASR）診断技術 

 

使 用 機 器 
実体顕微鏡、偏光顕微鏡、走査型電子顕微鏡（SEM）、粉末 X 線回折装置 

 

使 用 実 績 
多数実績あり 

 

アルカリシリカ反応（以下、ASR）は、コンクリートを構成する材料、すなわちセメントに

含まれるアルカリと、反応性骨材に含まれるアルカリ反応性シリカ鉱物が反応することで生

じる劣化機構です。ASR の発生がその他の要因による劣化を助長し、複合作用によって劣化

が促進される可能性もあることから、ASR を適切に診断することは非常に重要です。 
 

通常点検 

有 

無 不明 

対策選定・実施

 
岩石学的評価･･･ASR の発生･進行状態の評価

 外観観察・実体顕微鏡観察 
 偏光顕微鏡観察 
 SEM/EDS 分析 
 粉末 X 線回折分析 
促進膨張試験･･･膨張の可能性の評価 
 JCI-DD2 法 
 飽和 NaCl 溶液浸漬法（デンマーク法） 
 アルカリ溶液浸漬法（カナダ法） 

採取コアによる ASR の診断 構造物の一般的な診断フロー 

各種試験による

ASR の検出 
ASR 

対策要否の検討 

必要に応じ材料・

構造面の評価 

目視調査・コア採取 

的確な ASR 診断 発生原因の特定
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岩石学的診断方法 
１．外観観察（肉眼あるいは実体顕微鏡） 

採取コアの破断面、切断面、側面での ASR の発生状態を観察し、薄片作製箇所を選定しま

す。また粗骨材の構成割合の算出をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
２．偏光顕微鏡観察（薄片試料による） 

薄片試料を偏光顕微鏡により観察します。ASR を生じた骨材の岩種同定（粗骨材、細骨材

）、ASR 反応性鉱物の同定、ASR の発生状態（進行状況）の確認、劣化状況の評価（反応リ

ム、ゲル、ひび割れ）などを行います。また、同時にセメントペーストの観察(混和材など)
も行います。 
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光沢のある ASR ゲルの滲出

切断面の様子：ASR の発生状態を確認。ASR ゲルの滲出、骨材粒子のひび割れ、反応リム

などが見られます。 

安山岩に含まれる ASR 反応性鉱物安山岩（反応性骨材）粒子内部から発生し

た ASR ゲルが、セメントペーストへ進展し

ている様子が観察されます。 

ガラス 

安山岩

セメントペースト 

ASR ゲル 

骨材粒子のひび割れ 

反応リム 

10mm 1mm

0.2mm ｸﾘｽﾄﾊﾞﾗｲﾄ 0.05mm 0.05mm


